
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

4,400,000 4,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 天川村大字中越地内
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 天川村

交付金事業の概要

　民家と隣接する河川(谷)であるイノ谷は、豪雨により法面の側壁が削られ、荒れ果て
た状態になっており、将来的に効果的な排水機能を果たせなくなることが推察されま
す。また、これにより近隣の民家に冠水等の被害を及ぼす恐れがあるため、擁壁の改修
を図り、被害防止に努めます。

施工延長 14.7ｍ

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

イノ谷水路改修工事

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

イノ谷水路改修工事 天川村

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考

総事業費
4,664,000



事業実施場所における住民の安全性・利便性の向上を図るには、迅速な施工が必要なため、当該年度内での期間を設定した。

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度
水路擁壁の改
修により住民
の安全、安心
の確保。

側溝工事完
成延長÷路
線延長×100

100

評価年度の設定理由

成果実績 ％
目標値 ％ 100
達成度 ％

事業期間の設定理由

100.0%

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後に評価するため。
交付金事業の定性的な成果及び評価等

当事業の整備対象水路は、民家に隣接しており、近隣住民の安全性・利便性の向上を目
的に実施した。
　この路線に係る水路は、山地等を含む流域からの雨水排水機能も有していることか
ら、豪雨により法面の側壁が削られて荒れ果てた状態になっていた。これにより、将来
的に効果的な排水機能を果たせなくなることが推察され、近隣の民家に冠水等の被害が
及ぶことが懸念されていた。
　当事業による水路整備によって、当該水路はより効果的な排水機能を有し、近隣民家
への減災に繋げることができた。また当時業の実施により、本村の長期総合計画内に記
載している「安全で、安心して暮らせる生活基盤づくり」の推進を図ることができた。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策

天川村長期総合計画　後期基本計画（平成２７年３月～）
　第２編　基本計画
　　第２部　分野別計画
　　　第３章　安全で、安心して暮らせる生活基盤づくり
　　　　第１節　道路・交通＿暮らしをささえる交通網の整備
　　　　・主要道の改良整備は、適切な住環境の構築に欠くことの出来ないものである
　　　　　ため、引き続き整備を実施し、住民の安全性・利便性の向上を推進します。

目標：主要道の改良整備により、住民の安全性・利便性の向上を図ります。



交付金事業の成果目
標及び成果実績

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

100.0%

14.7
活動見込 ｍ 15.8 10.0 14.7
達成度 ％ 100.0%

活動指標
交付金事業の活動指
標及び活動実績

単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

イノ谷水路改修工事を実
施。

交付金事業の総事業
費等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

活動実績 ｍ 15.8 10.0

100.0%

総事業費
交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000
うち文部科学省分

交付金事業の契約の概要
うち経済産業省分

6,648,200 4,953,300 4,664,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 地域政策課

道路工事 指名競争入札 みどり建設株式会社 4,664,000
交付金事業の担当課室 産業建設課


